
 

第５０回手をつなぐスポーツのつどい  絵画展  開催要領  
 

１  目  的  

この事 業 は、「 手 をつなぐスポーツのつどい」 事 業 の一 環 として、絵 画 の募 集 及 び展 示 等

を通 じて、知 的 障 がいの方 からスポーツ及 び芸 術 活 動 への興 味 を引 き出 すとともに、県 民 に

対 し知 的 障 がいへの理 解 を促 すことを目 的 とする。  

 

２  主  催  

千 葉 県 、千 葉 県 障 がい者 スポーツ協 会  

千 葉 県 知 的 障 害 者 福 祉 協 会 、千 葉 県 手 をつなぐ育 成 会  
 

３  後  援 （ 予 定 ）  

社 会 福 祉 法 人 千 葉 県 社 会 福 祉 協 議 会 、千 葉 県 知 的 障 害 者 スポーツ協 会  

株 式 会 社 千 葉 日 報 社 、千 葉 障 がい者 スポーツ指 導 者 協 議 会  

 

４  募 集 対 象  

   県 内 に居 住 する知 的 障 がい児 ・ 者  

 

５  募 集 期 間  

   令 和 ５ 年 ７ 月 1 日 （ 土 ） から８ 月 1 日 （ 火 ） まで  

 

６  応 募 方 法  

市 町 村 長 、又 は施 設 長 が取 りまとめ、別 紙 「 絵 画 展 参 加 申 込 書 」 に応 募 作 品 を添 え

て令 和 ５ 年 ８ 月 １ 日 （ 火 ） までに必 着 で事 務 局 へ郵 送 または持 参 でするこ と （ 期 限 厳

守 ） 。  

 

７  応 募 様 式  

(１ ) 「 スポーツ」 をテーマとした絵 画 であること。  

(２ )Ｂ ４ サイズの画 用 紙 を使 用 。絵 具 、クレヨン、色 鉛 筆 などにより描 いたもの、色 紙 など  

による切 り絵 など平 面 的 な絵 画 であること。切 り絵 などは画 用 紙 にしっかり糊 付 けして  

、はがれないようにすること。（ 工 作 物 を貼 り付 けた作 品 、パソコンで作 成 した作 品 は審  

査 の対 象 としない） 。看 板 等 のように描 いた対 象 物 に書 かれた文 字 を除 き、文 章 等 は  

書 き入 れないこと。  

(３ )作 品 の裏 面 に「 団 体 名 （ 市 町 村 名 又 は施 設 名 ） 、氏 名 (ふりがな） 、題 名 」 を必 ず  

記 入 する。  

(４ )展 示 ラベルに題 名 を記 載 し、作 品 と併 せて提 出 する。  

(５ )応 募 作 品 は１ 人 １ 作 品 とする。  



８  優 秀 作 品 選 考  

   本 大 会 において選 考 会 を開 催 し、以 下 の賞 を決 定 する。  

(１ )最 優 秀 賞  

(２ )千 葉 県 障 がい者 スポーツ協 会 会 長 賞  

(３ )千 葉 県 知 的 障 害 者 福 祉 協 会 会 長 賞  

(４ )千 葉 県 手 をつなぐ育 成 会 会 長 賞  

(５ )努 力 賞  

 

９  表 彰  

受 賞 者 には、賞 状 、記 念 品 を贈 呈 する。  

 

１ ０  作 品 展 示  

   展 示 会 場 及 び展 示 期 間 について、調 整 中 。詳 細 は決 まり次 第 ホームページ上 に掲 載 す

る。  

 

１ １  作 品 展 示 ・ 撤 去 に係 る協 力 員 について  

    全 作 品 を展 示 するにあたり、申 し込 み団 体 は原 則 として、作 品 展 示 会 場 設 営 及 び展 示  

会 場 撤 去 に各 １ 名 協 力 員 を派 遣 する。  

   展 示 会 場 撤 去 の際 に、協 力 員 に作 品 を渡 し、返 却 とする。  

 

１ ２  著 作 権  

本 作 品 の著 作 権 は、次 の使 用 に限 り千 葉 県 障 がい者 スポーツ協 会 が有 する。  

(１ )  大 会 プログラムへの掲 載  

(２ )  広 報 紙 、本 大 会 チラシへの掲 載  

(３ )  県 民 への啓 発 活 動 を目 的 とする展 示  
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